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【全体評価】 

 

１ 総評 

留学生の受け入れや派遣については、教育機関であるからプロセスは大事だが、受入人数や派遣人数と

いう数値目標を掲げてチャレンジすることを試みては如何か。 

受入留学生の宿舎について、必要数を確保するよう引き続き対応することを期待する。また、留学生の

生活について十分に把握し、学生相談などにより対応してほしい。 

東京２０２０オリンピック・パラリンピックを迎えるにあたって都の取組への支援が要請されているが、

教育機関本来の業務にとって過度な負担とならないよう、考慮してほしい。  

 

２ 教育研究について（社会貢献も含む） 

・実務家教員を多く揃えた産技大や教育が中心になる高専においても、研究に積極的に取り組もうとする

教員をサポートする体制を恒常的に持ち続けてほしい。 

首都大は優れた研究者が数多くいることから、研究成果は期待できる。ただ、研究については、比較的

短時間で結果の出る分野と多くの時間を必要とする分野があることから、研究者を評価する場合は、そ

の点を十分に配慮してほしい。 

最近、日本のノーベル賞受賞者は大きな総合大学より、地方大学や中規模大学出身者が多い。素晴らし

い教育とのびのびとした研究環境を提供する大学づくりを目指して、都や法人が引き続き各大学・高専

を支援していってほしい。 

障害のある学生の支援体制の充実など、ダイバーシティ推進に力を入れていることは評価できるが、今

後は、パタニティ・ハラスメント（育児のために休暇や短時間勤務を希望する男性社員に対する嫌がら

せ行為）、LGBT（レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダー。同性愛者や両性愛者、性

同一性障害者などの性的マイノリティを指す。）など、新たな課題にも対応することを期待する。 

首都大と産技高専で、学生相談件数が増加している。相談体制が強化された結果でもあるが、一方で、

悩みを抱える学生が増加していると考えることもできる。どう認識するべきか、大学・高専内で十分な

検討をお願いしたい。 

研究及び社会貢献に関しては、地域の中小企業との連携が求められるが、それが各大学・高専と企業の

双方にとってウィンウィンの関係になることが望ましい。 

 

（首都大学東京） 

 教育・研究・キャンパスの国際化を進めているが、それをさらに進めることが望ましい。日本の首都に

あるからこそ可能な国際化の在り方を検討してほしい。 

科研費の採択率向上や若手研究者の育成に力を入れているが、今後もその方向で進めてほしい。 

大学の教育研究組織の再編に向かって動き出している。今後の学部再編が円滑に進み、かつ、教育研究

において一層進捗するよう期待する。 

 
（産業技術大学院大学） 

 ・参考意見なし 

 

（東京都立産業技術高等専門学校） 

 ・教職員の一体感が学生に伝わり、レベルの高い学生が育っているのではないかと推測する。 

JABEE認定審査の受審や認定後の教育は、決して易しいものではないが、積極的にJABEEの認定を受けよ

うとする姿勢、意欲を高く評価する。 

女子学生の入学者確保のための取組の強化、研究を促進しようとする各種の努力を今後も継続していっ

てほしい。 

 
３ 法人の業務運営及び財務運営について 

 ・法人事務局は２大学１高専と常に連絡調整を図り、業務を行っている様子が伺え、評価できる。今後も、

大学や高専の教職員や学生にもしっかりと目配りし、運営してほしい。 

ここ数年来、運営費交付金に占める人件費比の割合が８５％弱と高くなっている。若手教職員への円滑

な世代交代による人件費の抑制が望まれる。 

国立大学法人が運営費交付金の削減で苦労しており、多くの大学では教員の負担が増え、研究に使える

時間が減っている。首都大においては法人化後も、教員の教育と研究に使う時間をしっかりと確保し、
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その成果を見守ってほしい。国立大学法人の後追いのような政策は避けてほしい。 

首都大の科研費採択額が増加していることは評価できる。研究費獲得のノウハウを産技大、産技高専に

伝えることはできないだろうか。 

学生環境の整備、特に学生の宿舎の問題について、十分な支援を期待する。 

 

４ 中期計画の達成に向けた課題、法人への要望など 

 ・首都大学東京では、志願倍率をほぼ一定に保っているが、少子化に向けて志願倍率維持の工夫が必要で

あろう。 

産業技術大学院大学では定員割れを起こしており、優秀な学生確保の意味でも工夫が必要である。 

１８歳人口の減少や、学生の親の所得の伸び悩みなどで、法人の経営環境は厳しさを増すものと思われ、

公立大学で連携して高等教育政策の在り方を研究し、国に制度の改善を働きかけるなどの取組も必要に

なってくるのではないか。 

学生の支援が充実しつつあるが、大学・学校が一方的にサービスを提供することにとどまらず、学生が

自分たちの場所を改善することに参画できるような取組を期待したい。学生は教育サービスの消費者と

いう側面も持つが、一方で生産者でもある。その認識を、教員と学生双方で共有し、学生のアイディア

や意見、ボランティアなどを貴重な資源とみなし、それらを引き出すしかけを考える必要があるのでは

ないか。そうした学生の位置づけこそ、国際化の重要な要素ではないかと感じる。海外の大学では、学

生代表が教授会に出席している事例もあり、学生たちが、大学・学校が何を与えてくれるのか、ではな

く、大学・学校に、ひいては社会に、どのような貢献ができるかを考え、行動するような方向を打ち出

してはどうかと感じる。それが、法人のブランドとなる可能性も考えられる。 

法人全体の女性教員比率は16.5%となっているが、公立の機関として、もう少し高くてもよいと思われる。

少なくとも、その分野の女性研究者比率程度の女性教員の雇用を期待したい。さらには、公立の機関の

役割として、女性研究者比率の低い分野への女性の参入を促進する啓蒙活動にも貢献してくことを期待

する。 

教育・研究面において、3機関が連携することによる強みがどこにあるか、法人として検討されることを

期待する。 

 

 

【項目別評価】 

 

Ⅱ 首都大学東京に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

（１）教育の内容等に関する取組み  

 

大項目番号１【入学者選抜】～意欲ある学生の確保～ 

 ・入試に関する分析を行っているが、その結果がどう活かされているのか、明らかにしてほしい。 

・成績優秀な大学院生を支援する仕組みの検討が順調に進められている。 

・入試説明会等の情報機会を増やしている。 

・高大連携事業の推進や都立高校との連携を深める努力をしている。 

 

大項目番号２【教育課程・教育方法】 

・日本人学生に加え、学外や近隣住民にも、留学生との国際交流機会が提供されていることは評価できる。 

・情報リテラシーの向上や図書館の利便性向上に取り組んだ。 

・異分野の教員・大学院生・学生が参加できるサイエンスカフェを開催し、最新の研究トピックスについ

て話題を提供し、幅広いディスカッションを行っている。多くの参加を期待する。 

・海外で開催された日本留学フェアなどに積極的に取り組んだ結果、前年に比べてブース等への来訪者が

増えた。結果として、私費外国人留学生特別選抜入試への出願者が急増した。 

・協定校との交換留学生で派遣された学生が首都大の紹介や、交換留学生として首都大に訪ねた留学生が

首都大を紹介する等、留学希望者に積極的に情報提供を行っている。 
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Ⅱ 首都大学東京に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

（２）教育の実施体制等に関する取組  

 

大項目番号３【教育の実施体制】 

・学部にマッチしたコーナーを設けたり、展示したりして、学生が興味を持つ活動を続けている。引き続

き利用者のニーズに応えるため、今後はグループ学習に限らず、様々な学習環境を整備し、利用者のニ

ーズに応えていってほしい。 

 

大項目番号４【教育の質の評価・改善】 

  ・参考意見なし 

 

大項目番号５【成績評価】 

 ※年度計画なし（中期計画達成済み） 

 

Ⅱ 首都大学東京に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 教育に関する目標を達成するための措置 

（３）学生支援に関する取組 

 

大項目番号６【全学を挙げた取組の実践】 

・国際副専攻コースは興味深い試みだが、学生数の状況など具体的な成果が示されることを期待する。 

 

大項目番号７【キャリア形成支援】 

・卒後３年目の卒業生に対する就業状況調査は興味深い取組だが、結果をどう生かしているのか。またア

ンケートの回収率（２５％）がやや低く、向上させる余地があると思われる。 

 

大項目番号８【健康支援】 

・南大沢、日野で学生相談件数が２７年度大幅に増加しているが、どのように評価しているのか。 

・南大沢以外のキャンパスにおいて、電話やスカイプ等を使って随時相談できる環境を整えているのか。

学生相談はタイミングも大切である。 

 

大項目番号９【経済的支援】 

※年度計画なし（中期計画達成済み） 

 

大項目番号１０【留学・留学生支援】 

 ・参考意見なし 

 

大項目番号１１【障がいのある学生への支援】 

 ・参考意見なし 

 

大項目番号１２【学内外における学生活動への支援】 

・ボランティア活動を推進するためボランティアセンターを開設して、学生ボランティアを支援する仕組

みを作った。東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けた意識改革が期待される。 

 

Ⅱ 首都大学東京に関する目標を達成するためにとるべき措置 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

大項目番号１３（１）研究の内容等に関する取組 

  ・参考意見なし 
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Ⅱ 首都大学東京に関する目標を達成するためにとるべき措置 

２ 研究に関する目標を達成するための措置 

大項目番号１４（２）研究実施体制等の整備に関する取組 

・一時保育以外にもベビーシッターの派遣制度、学生によるボランティア、常設の保育施設への変更など、

幅広い視野で在り方を検討してほしい。 

・ダイバーシティ推進の取組が種々行われているが、例えば、女性研究者支援のために、研究支援員制度

や一時保育施設開設以外にどのような施策が講じられているのか、女性教員比率の目標を定めているの

かなど、踏み込んだ報告がほしい。２７年度の女性教員比率18.4％をどう評価しているのか。 

 

Ⅱ 首都大学東京に関する目標を達成するためにとるべき措置 

３ 社会貢献に関する目標を達成するための措置 

大項目番号１５（１）都政との連携に関する取組 

・様々な取組を行っているが、都政との連携全体の状況について、大学としてどう評価し、どのような課

題認識をしているのか。 

・都の各局との連携で様々な事業に参加したり、協力しながら、都連携事業の獲得に努めている。 

 

Ⅱ 首都大学東京に関する目標を達成するためにとるべき措置 

３ 社会貢献に関する目標を達成するための措置 

（２）社会貢献等に関する取組 

 

大項目番号１６【産学公の連携推進】 

・大学発ベンチャー３件が報告されているが、全体的な状況とそれに対する認識が示されることを期待 

する。 

 

大項目番号１７【地域貢献等】 

・地域貢献についての考え方と現状に対する認識が示されることを期待する。 

 

Ⅲ 産業技術大学院大学に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 １ 教育に関する目標を達成するための措置 

（１）教育の内容等に関する取組 

 

大項目番号１８【入学者選抜】 

・志願者減少に歯止めがかからないのは、大学が提供するサービスばかり目立ち、サービスを受ける学生

が見えてこないところに問題があるのではないか。 

・社会人が多い本学は、志願者が社会経済情勢に大きく左右されることを考えると、定員割れは直ちに批

判されるものではない。しかし、税金で運営されることを考えると、事実を真摯に受け止め、入学者選

抜の改善に向けて動き出していただきたい。 

 

大項目番号１９【教育課程・教育方法】 

  ・参考意見なし 

 

Ⅲ 産業技術大学院大学に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 １ 教育に関する目標を達成するための措置 

（２）教育の実施体制等に関する取組 

 

大項目番号２０【教育の実施体制】 

  ・参考意見なし 

 

大項目番号２１【教育の質の評価・改善】 

  ・参考意見なし 
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Ⅲ 産業技術大学院大学に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 １ 教育に関する目標を達成するための措置 

大項目番号２２（３）学生支援に関する取組 

・担任による個別相談・個別指導を実施した。教員の負担は大きいが、効果的取組と考えられる。 

・メンター制度の運用に着手した。卒業生の協力を組織するには手間がかかると思われる。今後に期待

する。 

 

Ⅲ 産業技術大学院大学に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 ２ 研究に関する目標を達成するための措置 

研究に関する取組 

 

大項目番号２３【研究の内容等】 

・PBL教育に関する研究など、産技大の教育実践で得られた成果を広く発信し、それらの研究面でも存在

感を示してほしい。 

 

大項目番号２４【研究実施体制等】 

※年度計画なし（中期計画達成済み） 

 

 

Ⅲ 産業技術大学院大学に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 ３ 社会貢献に関する目標を達成するための措置 

大項目番号２５（１）都政との連携に関する取組 

  ・参考意見なし 

 

Ⅲ 産業技術大学院大学に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 ３ 社会貢献に関する目標を達成するための措置 

（２）社会貢献等に関する取組 

 

大項目番号２６【産学公の連携推進】 

  ・参考意見なし 

 

大項目番号２７【地域貢献等】 

・専門職コミュニティを形成するため、例年通り、AIIT マンスリーフォーラムを開催した。ただ、ここ

数年は参加者が減少傾向にある。 

 

 

 

 

Ⅳ 都立産業技術高等専門学校に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 １ 教育に関する目標を達成するための措置 

（１）教育の内容等に関する取組 

 

大項目番号２８【入学者選抜】 

  ・参考意見なし 

 

大項目番号２９【教育課程・教育方法】 

・JABEEに認定されれば、教育内容が社会的に評価されることから、認定に向けての努力を評価し、成果

を大いに期待する。一方で、JABEEの課題を指摘する声も少なくないことから、JABEE受審が真に教育

の高度化につながり、学生のためになるように、先行事例の把握を含めて、十分な検討をお願いしたい。 
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Ⅳ 都立産業技術高等専門学校に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 １ 教育に関する目標を達成するための措置 

（２）教育の実施体制等に関する取組 

 

大項目番号３０【教育の質の評価・改善】 

 ※年度計画なし（中期計画達成済み） 

 

大項目番号３１【教育の質の評価・改善】 

  ・参考意見なし 

 

Ⅳ 都立産業技術高等専門学校に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 １ 教育に関する目標を達成するための措置 

大項目番号３２（３）学生支援に関する取組 

・学生相談件数が増加していることをどう認識すべきか、考え方が示されることを期待する。 

 

Ⅳ 都立産業技術高等専門学校に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 ２ 研究に関する目標を達成するための措置 

大項目番号３３ 研究に関する取組 

  ・参考意見なし 

 

Ⅳ 都立産業技術高等専門学校に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 ３ 社会貢献に関する目標を達成するための措置 

大項目番号３４（１）都政との連携に関する取組 

  ・参考意見なし 

 

Ⅳ 都立産業技術高等専門学校に関する目標を達成するためにとるべき措置 

 ３ 社会貢献に関する目標を達成するための措置 

（２）社会貢献等に関する取組 

  ・参考意見なし 

 

大項目番号３５【産学公の連携推進】 

  ・参考意見なし 

 

大項目番号３６【地域貢献等】 

  ・参考意見なし 

 

Ⅴ 法人運営の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 組織運営の改善に関する目標を達成するための措置 

  組織運営の改善に関する取組 

 

大項目番号３７【戦略的な組織運営】 

※年度計画なし（中期計画達成済み） 

 

大項目番号３８【組織の定期的な検証】 

  ・参考意見なし 

 

大項目番号３９【教員人事】 

  ・参考意見なし 
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大項目番号４０【職員人事】 

  ・参考意見なし 

 

大項目番号４１【各センター組織の機能強化】 

  ・参考意見なし 

 

Ⅴ 法人運営の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

２ 業務執行の効率化に関する目標を達成するための措置 

 大項目番号４２ 業務執行の効率化に関する取組 

・各キャンパスの視察やヒアリングを通して、仕事の実態や職員の問題意識が十分に引き出せているの

か。どのような組織でも実態や本音を引き出すことは難しい。引き続き、工夫を重ねつつ注力してほ

しい。 

 

Ⅵ 財務運営の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 自己収入の改善に関する目標を達成するための措置 

 大項目番号４３ 自己収入の改善に関する取組 

・URA室を設置して取り組んでいるが、URAを配置したものの、十分に機能していない大学は少なくない。

首都大の場合、どのような体制で、いかなる機能を果たしており、周囲はどう評価しているかなど、

簡潔に報告書にまとめるようにしてほしい。 

 

Ⅵ 財務運営の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

２ 経費の節減に関する目標を達成するための措置 

 大項目番号４４ 経費の節減に関する取組 

・参考意見なし 

 

Ⅵ 財務運営の改善に関する目標を達成するためにとるべき措置 

３ 資産の管理運用に関する目標を達成するための措置 

 大項目番号４５ 資産の管理運用に関する取組 

  ・参考意見なし 

 

Ⅶ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 自己点検・評価等に関する目標を達成するための措置 

 大項目番号４６ 自己点検・評価等に関する取組 

  ・参考意見なし 

 

Ⅶ 自己点検・評価及び情報の提供に関する目標を達成するためにとるべき措置 

２ 情報提供等に関する目標を達成するための措置 

 大項目番号４７ 情報提供等に関する取組 

  ・参考意見なし 

 

Ⅷ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 

１ 施設設備の整備・活用等に関する目標を達成するための措置 

 大項目番号４８ 施設設備の整備・活用等に関する取組 

  ・参考意見なし 

 

Ⅷ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 

２ 安全管理に関する目標を達成するための措置 

 大項目番号４９ 安全管理に関する取組 

  ・参考意見なし 
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Ⅷ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 

３ 社会的責任に関する目標を達成するための措置 

大項目番号５０（１）環境への配慮に関する取組 

  ・参考意見なし 

 

Ⅷ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 

３ 社会的責任に関する目標を達成するための措置 

大項目番号５１（２）法人倫理に関する取組 

  ・参考意見なし 

 

Ⅷ その他業務運営に関する重要目標を達成するためにとるべき措置 

４ 国際化に関する目標を達成するための措置 

大項目番号５２ 国際化に関する取組 

  ・参考意見なし 

 


